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常
任
委
員
会
・

　
閉
会
中
の
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

平
成
22
年
１
月
21
日
に
総
務
文
教
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一
　
市
内
小
中
学
校
の
現
地
調
査
に
つ

い
て

　

笹
岡
小
学
校
は
、
築
28
年
で
施
設
、

設
備
の
老
朽
化
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、

来
年
度
に
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工

事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
、
体
育
館
、

１
棟
か
ら
３
棟
の
校
舎
を
対
象
と
し
、

金
額
を
８
億
円
以
内
に
収
め
た
い
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
学
校
の
統
廃
合
を
考
え

た
時
に
笹
神
地
区
で
は
核
に
な
る
小
学

校
な
の
で
、
財
政
は
厳
し
い
が
８
億
円

を
切
る
こ
と
が
い
い
こ
と
で
は
な
く
、

必
要
な
も
の
は
財
政
当
局
に
話
を
す
べ

き
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
保
田
小
学
校
、
寺
社
小

学
校
、
大
和
小
学
校
が
統
合
し
た
新
生

保
田
小
学
校
で
は
、
登
校
し
ぶ
り
の
児

童
の
た
め
に
、
担
任
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
他
の
教
員
も
一
緒
に
な
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
、
登
校
し
ぶ
り
の
要
因

を
見
つ
け
て
対
処
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
第
２
次
統
廃
合
計
画
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
登
校
し
ぶ
り
や
不
登
校
児

童
を
出
さ
な
い
よ
う
現
場
の
教
職
員
か

ら
は
更
な
る
き
め
細
や
か
な
配
慮
と
適

切
な
指
導
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ

る
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
　
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
の
運
営
状

況
に
つ
い
て

　

吉
田
東
伍
は
、
日
本
歴
史
地
理
学
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
、「
大
日
本
地

名
辞
書
」
を
独
力
で
書
き
上
げ
た
阿
賀

野
市
の
偉
人
で
す
。

　

生
家
の
隣
に
平
成
10
年
に
吉
田
東

伍
記
念
博
物
館
が
開
館
し
、
年
間
約

３
５
０
０
人
の
来
館
が
あ
り
ま
す
が
、

維
持
管
理
費
が
年
間
８
５
０
万
円
に
対

し
、
入
館
料
は
約
５
０
万
で
あ
り
、
非

常
に
厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
友
の
会
会
員
の
皆
さ

ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
協

力
を
得
て
、
年
間
を
通
じ
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
に
は
貴
重
な
資
料
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
偉
人
の
博
物
館

な
の
で
市
内
外
に
も
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
、
ま
た
、
市
内
の
小
中
学
生
の
総
合

学
習
等
に
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
う
よ

う
要
望
し
ま
す
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項

　
　
　
　
　
　
　（
６
月
定
例
会
ま
で
）

⑴ 

将
来
の
安
野
小
学
校
の
整
備
に

　

 

つ
い
て

⑵ 

生
涯
学
習
課
所
管
施
設
整
備
・

　

 

再
編
計
画
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
・

　
閉
会
中
の
事
務
調
査

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

　

平
成
22
年
２
月
４
日
に
社
会
厚
生
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一
　
軽
度
発
達
障
が
い
児
の
現
状
と
対

応
・
対
策
に
つ
い
て

　

軽
度
発
達
障
が
い
と
は
発
達
障
が

い
・
行
動
障
が
い
の
う
ち
、
知
的
障
害

の
伴
わ
な
い
も
の
（
Ｉ
Ｑ
70
以
上
）
を

総
称
と
し
て
い
ま
す
が
、
健
常
と
の
線

引
き
が
難
し
く
、
障
が
い
な
の
か
個
性

な
の
か
判
然
と
し
な
い
面
が
あ
り
ま

す
。現
実
的
に
は
、家
庭
や
学
校
で
様
々

な
不
適
応
を
起
こ
す
事
が
多
く
、
主
た

る
要
因
と
し
て
、
脳
の
機
能
障
が
い
に

あ
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
特
別
な
配

慮
と
対
応
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

認
知
・
言
語
・
運
動
・
社
会
性
等
の

発
達
に
難
点
が
見
ら
れ
、
人
と
の
関
わ

り
に
不
適
応
を
起
こ
す
事
が
多
く
見
ら

れ
、
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
事
が
支
援
へ

の
第
一
歩
で
あ
り
、
市
で
は
就
学
前
の

早
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
実
現
を
目
的

に
、
平
成
20
年
市
発
達
障
害
早
期
総
合

支
援
推
進
協
議
会
を
設
置
す
る
と
共

に
、
よ
り
専
門
的
、
個
別
的
対
応
の
た

め
専
門
部
会
設
置
を
準
備
中
と
の
事
で

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
療
育
の
場
と
し
て
支
援

活
動
を
し
て
い
る
「
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ

の
相
談
室
」
で
は
、
義
務
教
育
段
階
ま

で
は
良
好
に
機
能
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
降
は
理
解
不
足
等
か
ら
問
題
が
発
生

し
て
お
り
、
改
善
解
決
に
は
、
生
涯
一

貫
し
た
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
が
急

務
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

二
　
市
立
保
育
園
民
営
化
後
の
状
況
と

今
後
の
民
営
化
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
民
営
化
さ
れ
た
風
の

子
・
分
田
の
２
保
育
園
で
、
本
年
１
月

実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
報
告

さ
れ
、
前
回
（
昨
年
７
月
）
に
比
べ
全

般
的
に
評
価
が
向
上
し
て
お
り
、
運
営

者
側
の
努
力
も
あ
り
、
保
護
者
や
園
児

と
の
融
和
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

今
後
残
る
３
保
育
園
に
つ
い
て
も
順

次
民
営
化
へ
移
行
方
針
と
の
事
で
あ

り
、
委
員
か
ら
は
移
行
法
人
は
市
内
外

を
問
わ
ず
優
良
保
育
可
能
法
人
を
求
め

て
は
ど
う
か
、
民
営
化
に
あ
た
っ
て
は

保
護
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
と
共
に
保

護
者
、
園
児
の
不
安
解
消
に
最
大
限
配

慮
す
る
事
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項

　
　
　
　
　
　
　（
６
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
「
健
康
あ
が
の
21
計
画
」
の
進

　

 

捗
状
況
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

平
成
22
年
２
月
12
日
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一
　
観
光
振
興
施
策
の
取
組
み
状
況
に

つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
阿
賀
野
市

観
光
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
豊
富

な
観
光
資
源
を
活
用
し
交
流
人
口
の
拡

大
と
誘
客
を
進
め
、
賑
わ
い
と
阿
賀
野

市
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
次
の
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

① 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
事
業　

② 

観

光
協
会
支
援
事
業　

③
瓢
湖
水
き
ん
公

園
事
業　

④ 

五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森

事
業　

⑤ 

や
ま
び
こ
通
り
維
持
管
理

事
業　

⑥ 

宝
珠
温
泉
あ
か
ま
つ
荘
運

営　

⑦ 

リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢
湖
運
営

　

委
員
か
ら
は
、
瓢
湖
を
中
心
と
し
た

五
頭
温
泉
郷
と
の
一
層
の
連
携
促
進
や
、

白
鳥
会
館
営
業
終
了
後
の
瓢
湖
観
光
客

に
対
す
る
対
応
策
、
瓢
湖
の
環
境
保
全

と
観
光
へ
の
活
用
方
策
の
連
携
促
進
に

対
す
る
意
見
な
ど
の
ほ
か
、
埋
も
れ
た

資
源
の
発
掘
を
地
域
お
こ
し
に
結
び
つ

け
る
方
策
等
の
提
言
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
に
議
員
発
議
で
制
定
し
た
阿

賀
野
市
産
業
経
済
振
興
条
例
を
中
心
と

し
て
、
観
光
・
産
業
を
合
わ
せ
た
立
体

的
な
連
携
に
よ
る
施
策
の
組
み
立
て
が

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
　
生
産
調
整
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
生
産
調
整
の
実
績
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
食
用
水
稲
の
作
付
面
積
は

４
９
０
６
ha
で
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
面

積
よ
り
８
６
５
ha
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、

達
成
率
は
60
・
56
％
の
状
況
で
し
た
。

地
区
別
の
達
成
率
は
、
安
田
地
区
92
・

29
％
、
京
ヶ
瀬
地
区
33
・
22
％
、
水
原

地
区
54
・
78
％
、
笹
神
地
区
83
・
17
％

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

22
年
産
米
の
生
産
目
標
数
量
に
つ
い

て
も
更
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
市
水

田
農
業
推
進
協
議
会
に
お
い
て
作
付
目

標
面
積
の
配
分
及
び
推
進
方
策
に
つ
い

て
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
地
区
ご
と
に
説

明
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
22
年
度

か
ら
水
田
の
有
効
活
用
と
食
料
自
給
率

の
向
上
を
目
的
と
し
た
新
対
策

と
、
米
個
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
関
係

機
関
一
体
と
な
っ
た
き
め
細
や

か
な
情
報
提
供
を
要
請
し
、
今

後
の
動
向
を
注
視
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項

　
　
　
　
　（
６
月
定
例
会
ま
で
）

⑴ 

流
域
下
水
道
新
井
郷
川
浄
化
セ

　

 

ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑵ 

福
島
潟
放
水
路
の
整
備
状
況
に

　

 

つ
い
て

　　

今
議
会
で
は
本
会
議
の
他
に
予
算
審

査
特
別
委
員
会
、
郷
病
院
公
設
民
営
化

調
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
で
は
、
不
況
対
策
を
求
め

る
意
見
、
国
、
県
の
施
策
を
越
え
た
阿

賀
野
市
の
特
色
が
予
算
に
無
い
な
ど
の

厳
し
い
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

郷
病
院
特
別
委
員
会
で
は
公
設
民
営

化
の
是
非
に
つ
い
て
、
市
の
将
来
を
見

据
え
た
悔
い
の
な
い
選
択
と
な
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査
、
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
発
行
か
ら
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
後
も
読
み
や
す
い
編

集
と
な
る
よ
う
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員　

岡
部　

直
史
）

編

記

集後

委
員
長
　
山
　
崎
　
正
　
春

副
委
員
長
　
池
　
田
　
　
　
強

　
　
　
　
　
福
　
住
　
つ
ゆ
子

　
　
　
　
　
岡
　
部
　
直
　
史

　
　
　
　
　
石
　
川
　
恒
　
夫

　
　
　
　
　
清
　
水
　
友
　
行

　
　
　
　
　
風
　
間
　
輝
　
栄

阿
賀
野
市
議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員

老朽化により３階教室では暖房の熱量がほとんどない（笹岡小学校）


